
議 事 録 
 議   題 西日本・カンボジア友好協会  総会 

 開催日時 令和 5 月 6 月 20 日（水）17：00～18：00 

 開催場所 リファレンス第博多ビル 11 階 1109 号室 

報 告 者 福松・松尾 

会議内容 令和 4 年度事業報告・令和 5 年度事業計画  他  

・会長挨拶 

（眞鍋）本日はよろしくお願いします。大変お忙しい中お集まりいただきましてありがとうございます。私は去年小林

前会長よりバトンを受けまして協会会長を仰せつかりました。コロナということもあり、実質は今年からという

ことになります。今年は協会創立 10周年ということもあり、周年事業がございます。それに合わせて本来秋

に行っていた現地視察を 7 月に行くようにしていますし、福岡銀行の髙田様にも団長として参加していただ

くことになっております。中身の濃い視察となっておりますので、気を付けて行ってまいりたいと思います。 

      ウクライナの戦争は泥沼化の形相となっていますし、日本ではコロナの第 9 波に入口に入っていることが報

道されています。いろんな要素が絡まりあってこの先が不透明だなという印象を持ちますが、こういった時期

だからこそ ASEAN との交流を深めて事業を進めていくことが肝心ではないかと思います。総会の後半には

大谷事務局長からの今年の春の現地(カンボジア)に行った報告がございます。そのあとは懇親会で意見

交換をさせていただくようになっておりますので、短い時間ではございますが中身のある会にさせていただけれ

ばと思います。よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

 

（１）  令和 4 年度 事業報告 

（事務局）※【第 1 号議案】令和 4 年度事業報告・決算報告※ 

       令和 4 年度の事業についてご報告いたします。第 1 号議案①の令和 4 年度事業報告をご覧ください。  

令和 4 年度は 2 か月に 1 回常任理事会を開催いたしました。また 6 月 29 日には対面での理事会総  

会を開催いたしました。また 12 月には、第 2 回の理事会を開催いたしました。  

その他の活動といたしましては、令和 4 年度の新規奨学生の選考を行いました。継続奨学生の奨学金

授与に向けて現在準備を進めております。また、西日本・カンボジア友好協会のホームページに定期的

に活動の進捗記事を公開させていただき、また会員の皆様にもご案内させていただきました。  

つづきまして決算報告を行います。第 1 号議案②をご覧ください｡ 

こちらの資料内の､令和 4 年度決算額(B)と記載されております表の中央部分をご覧ください。収入の部

につきましては、入会金収入で 30,000 円、会費収入で 1,310,000 円、寄付金収入として

1,000,000 円、雑収入として 69 円を含めまして収入合計が 2,340,069 円となっております。続きま

して支出の部についてご説明いたします。支出の部の各種経費はおおよそ予算内の支出で支出合計が

2,424,698 円となりました。次に支出合計の下の段をご覧ください。収入の部から支出の部を引きまし

た当期正味財産増加額がマイナス 84,629円となり次期繰越正味資産額は 3,387,284円となってお

ります。尚、1 番下の段にある正味財産増減の部は、別立の寄付金、スピーチコンテストや奨学金の支

援金でございますので以下の通りご確認ください。  

次のページから順に貸借対照表、財産目録の明細を添付いたしております。令和 4 年度事業報告並び

に決算報告は以上です。 

（眞鍋）ありがとうございます。ここで監査報告を長門監事よりお願いします。 

（長門）記載の通り、令和 4年度収支決算書・貸借対照表及び財産目録等を監査した結果、いずれも正確かつ

妥当なものと認めます。 

（眞鍋）では令和 4 年度事業報告書及び決算報告書にご質問・ご異議などございましたら挙手をお願いします。  

（一同）――――  異議なし (拍手)―――― 



（２）  令和 5 年度事業計画・収支予算  

（事務局）※【第 2 号議案】令和 5 年度事業計画(案) ※ 

       令和 5 年度事業計画（案）について説明いたします。第 2 号議案①の令和 5 年度事業計画(案)を

ご覧ください。令和 5 年より､全ての会議等が対面での開催予定となっております。総会は年に 1 回､常

任理事会は隔月開催、理事会は必要に応じ随時開催予定です。委員会活動につきましては、各委

員長よりご説明をいただけますでしょうか。  

<各委員長より報告> 

（ビジネス委員会・竹野委員長）  

現地への進出、現地からの輸入等、ビジネスに関する幅広い情報収集とベストな方法の研究を行い勉強会や研

究発表会を広く内外に行う。また、年 2 回開催(6 月総会・11 月予定) 

  

（社会貢献委員会・小林委員長） 

 会員交流の為のイベントや、ナショナルデー、福岡アジアンパーティー等のイベント企画運営   

(１)在九州カンボジア留学生会支援 (２)教育支援(奨学金付与等) 

 (３)カンボジア学生支援事業（学生の招へい・交流） (４)その他 

 

（視察委員会・稲葉委員長） 

7 月 2 日よりカンボジアの現地視察を 3 年ぶりに行うように計画をしている。今回シアヌークビルまで高速ができた 

ので、そちらを視察したり、在カンボジア日本大使館を訪問するようにしている。また送り出し機関や王立プノンぺ 

ン大学への訪問も計画している。 

 

（広報委員会・塘口委員長）  

ホームページやメールマガジンを通して、協会の活動を随時発信していきたいと考えている。特に総会や、視察ツア 

ー・講演会、教育支援に加えてカンボジア現地レポートも随時発信していければと考えている。本年度は周年事 

業もあるのでその報告も行っていく。 

 

（人材交流委員会：水嶋委員長） 

これまで実質的な会合がないため、四半期に一回ミーティング活動を行い、活動の方針を話し合う。コロナ等の影  

響で、移動制限の中実質交流が止まっている現状を確認する。その上で、支援、サポートの内容を検討していく。  

日本に来てもらうカンボジアの方を管理者などなれる優秀な人材に来てもらい、日本での教育を受けること。その  

ためのカンボジアツアーを人材交流委員会として開催する。  

 

（事務局）最後に令和 5 年度年間事業スケジュール案としまして、隔月の常任理事会に加え、先ほどご説明させ

ていただきました 7 月 2 日より 6 日間の予定でカンボジアの視察ツアーを予定しております。また 10 月

11 日には協会創立 10 周年記念事業を開催する予定で現在準備を進めております。皆様方には 7

月中旬から下旬にかけて改めてご案内をさせていただきますので、ご出席賜りますようお願いいたしま

す。 

(周年事業：岩本副会長) 

当日は南野陽子氏(日・カンボジア友好 70 周年親善大使)からのメッセージ動画を頂戴する予定。またカン  

ボジア日本大使館が中心になって行っているスピーチコンテストの特別賞受賞者 2 名を招待し、スピーチをしてい 

ただく予定。現地で活躍されている方に講演をしていただくように計画中である。ぜひご参加ください。 

 

（事務局）※【第 2 号議案】収支予算(案)※ 

続きまして､令和 5 年度収支予算（案）についてご説明いたします。第 2 号議案②の令和 5 年度正

味財産増減予算書(案)をご覧ください。その中の左側令和 5 年度予算額をご確認ください。収入の

部は入会金と会費収入､各種事業収入､寄付金収入、また雑収入で 8,277,850 円の予算となって

おります。次に下の段の支出の部をご覧ください。支出の部合計が 8,234,750 円で､当期正味財産



増加額が 43,100 円となり次期繰越正味財産額が 3,430,384 円となっております。指定正味財産

増減の部に関しまして、これまでご寄付いただいた繰越金を使用させていただく形といたしますので、新

たな受け取り寄付金は 0 円となります。一般正味財産への振替額として 1,300,000 円計上させてい

ただき、当期正味財産増減額がマイナス 1,300,000 円、次期繰り越し正味財産額が 1,912,543

円となります。令和 5 年度収支予算の説明は以上となります。続きまして、先ほどお話しさせていただ

きました、協会創立 10 周年記念事業の収支予算(案)につきましてご説明いたします。収入は会費、

指定正味財産の一般正味財産振替額 1,300,000 円のうち 40 万円のスピーチコンテスト特別賞繰

越金等で 1,650,000 円、支出は会場費、支払報酬、通信費、旅費交通費の合計で 1,650,000

円となっております。以上となります。  

（眞鍋）では令和 5 年度事業計画及び収支予算にご質問・ご異議などはございませんでしょうか。 

（一同）――――  異議なし(拍手) ―――― 

 

（３）  役員の選任に関する事項・協会会則に関する事項  

（事務局）※【第 3 号議案】役員改選(案)※読み上げ  

（眞鍋）では【第 3 号議案】役員改選(案)にご質問・ご異議などはございませんでしょうか。 

（一同）――――  異議なし(拍手) ―――― 

（曽根崎）では、新役員豊田様、新会員の八頭司様、齋藤様にご挨拶をお願いいたします。 

（豊田）西部ガスホールディングスの豊田でございます。何もわからない状態ではございますが、どうぞよろしくお願い

いたします。 

（八頭司）丸松セムの八頭司でございます。右も左もわかりませんが、皆さまにご指導ご鞭撻を賜りながらしっかりや

っていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。  

（齋藤）株式会社グリードの齋藤と申します。本日より会員として活動することとなりました。どうぞよろしくお願いい

たします。 

（曽根崎）小林名誉会長より一言お願いいたします。 

（小林）最初は八頭司氏と一緒に協会を立ち上げたいということで始めました。(私自身)去年体を壊して眞鍋会

長にバトンタッチをしました。これからもこのような会合を通じてカンボジアと親しくなり、カンボジアを知ってい

ただきたい。この協会を応援していただきたい。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（４）  講演会(大谷事務局長) 

 

以上 

 


